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共
済
組
合
を
通
じ
て

「
半
ば
強
制
的
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

に
つ
い
て
…
」
の
文
書

が
職
場
に
回
覧
さ
れ
て

い
る
◆
し
か
し
、
カ
ー
ド
の
取
得
は

公
務
員
だ
か
ら
と
当
局
や
共
済
組
合

が
強
制
で
き
な
い
、
個
人
の
自
由
で

あ
り
「
任
意
」
と
い
う
こ
と
は
、
法

的
に
も
明
ら
か
で
す
◆
北
九
州
市
の

カ
ー
ド
は
95
万
人
に
対
し
て
12
％
の

交
付
に
止
ま
っ
て
い
る
。
今
の
政
府

に
は
、
個
人
情
報
を
任
せ
ら
れ
る
だ

け
の
信
頼
も
１
０
０
％
の
安
全
も
な

い
か
ら
で
、
そ
の
露
払
い
を
職
員
に

強
要
す
べ
き
で
は
な
い
（
赤
子
）

　

生
計
費
に
満
た
な
い
初
任
給
・

　

一
時
金
引
き
上
げ

　

勧
告
は
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
も
の

の
、
昨
年
の
水
準
を
下
回
る
低
額
で

す
。
初
任
給
は
大
卒
１
，
５
０
０
円
、

高
卒
２
，
０
０
０
円
で
昨
年
を
上
回

る
引
き
上
げ
で
す
が
、
高
卒
初
任
給

は
最
賃
平
均
額
を
下
回
る
水
準
で
生

計
費
原
則
か
ら
見
れ
ば
極
め
て
不
十

分
で
す
。
ま
た
、
一
時
金
の
増
額
分

は
勤
勉
手
当
に
配
分
さ
れ
、「
成
果

主
義
」
を
い
っ
そ
う
強
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
高
年
層
・
再
任
用
は
改
定

　

見
送
り

　

30
代
半
ば
以
降
の
改
定
が
見
送
ら

れ
た
こ
と
は
、
こ
の
間
「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
で
賃
金
水
準
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
中
高
年
層
の
生
活

改
善
を
顧
み
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て

　

人
事
院
は
、8
月
7
日
国
家
公
務
員
賃
金
に
つ
い
て
、官
民
格
差
３
８
７
円
（
０
・

09
％
）
の
月
例
給
引
き
上
げ
、
一
時
金
０
・
05
月
の
引
き
上
げ
勧
告
を
行
い
ま
し

た
。
6
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
は
、
公
務
と
民
間
が
共
に
進
め

た
春
闘
を
起
点
と
し
た
賃
上
げ
サ
イ
ク
ル
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
結
果
と

な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
水
準
は
生
活
改
善
に
ほ
ど
遠
い
勧
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
た
再
任
用
職
員
の
生
活
関
連
手
当

だ
け
で
は
な
く
、
一
時
金
の
引
き
上

げ
も
見
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
到
底
容
認

で
き
ま
せ
ん
。

　

住
居
手
当
見
直
し
に
言
及

　

住
居
手
当
に
つ
い
て
は
、
公
務
員

宿
舎
使
用
料
の
上
昇
を
考
慮
し
、
手

当
の
支
給
対
象
と
な
る
家
賃
額
の
下

限
を
４
，０
０
０
円
引
き
上
げ（
１
２
，

０
０
０
円
を
１
６
，
０
０
０
円
）。
こ

れ
に
よ
り
生
ず
る
原
資
を
用
い
て
手

当
額
の
上
限
を
１
，
０
０
０
円
引
き

上
げ
（
２
７
，
０
０
０
円
を
２
８
，

０
０
０
円
）
と
し
て
い
ま
す
。
家
賃

が
6
万
弱
を
超
え
れ
ば
増
額
と
な
り

そ
れ
以
下
は
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
北
九
州
市
で
も
人
事
委
員

会
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
職
労
は
、

す
べ
て
の
職
員
の
生
活
改
善
が
図
れ

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
秋
季
年
末
闘
争
を
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
改
善
に　
　

ほ
ど
遠
い

○給与勧告のポイント
　月例給、一次金引き上げ
①民間給与との格差（0.09%）を埋めるため、初任
給及び若年層の俸給月額を引き上げ
②一時金を引き上げ（0.05月分）、民間の支給状況
等を踏まえ勤勉手当に配分
③住居手当の支給対象となる家賃額の下限を引き
上げ、その原資を用いて手当額の上限を引き上げ

2019  人事院勧告骨子

住居手当の見直しイメージ

経過措置の例

家賃月額 2.6万円のアパートに居住している場合
現行住居手当は
（26,000 円－23,000 円）×1/2＋11,000 円＝12,500 円
勧告後は 26,000 円－16,000 円＝10,000 円となります
が、経過措置として2020 年 4月から2021年 3月ま
では、12,500円－2,000円の10,500円が支給されます。

現　行 勧　告

家賃の月額 支給額 家賃の月額 支給額

23千円以下 家賃の額－12千円 27千円以下 家賃の額－16千円

23千円超
55千円未満

（家賃の額－23千円）
×1/2＋11千円

27千円超
61千未満

（家賃の額－27千円）
×1/2＋11千円

55千円以上 27千円 61千円以上 28千円

※額に100 円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てる。
　支給される手当額が 2千円以上引き上げとなる場合、2021年
　3月までは 2千円の引き下げとする。（経過措置）

19
人
勧



　
「
け
っ
ち
ゃ
ん
の
秘
湯
迷
湯
そ

ぞ
ろ
歩
き
」
は
、
し
ば
ら
く
の
間

休
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

編
集
部
で
は
、「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
な

に
し
に
日
本
へ
」
で
外
国
の
人
が

別
府
の
温
泉
88
ヶ
所
を
め
ぐ
り

「
温
泉
道
名
人
」
と
な
っ
た
特
集

を
見
て
「
北
九
の
仲
間
で
も
」
と

別
府
市
役
所
に
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
観
光
課
の
安
部
さ
ん
に
相
談

す
る
と
、「
茶
房
た
か
さ
き
」
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
早
速
お
店

に
伺
い
、
経
緯
を
説
明
す
る
と
、

高
崎
さ
ん
は
快
く
取
材
に
応
じ
て

下
さ
い
ま
し
た
。

 
 

始
め
た
き
っ
か
け

　

高
崎
さ
ん
は
、
平
成
15
年
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
定
年
退
職
し
、
奥

さ
ん
に
喫
茶
店
を
し
た
ら
と
言
わ

れ
、
自
宅
の
離
れ
で
喫
茶
店
を
始

め
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
お
客
さ

ん
が
来
て
く
れ
て
、
住
ん
で
い
る

町
が
活
性
化
で
き
る
の
か
を
考

え
、
喫
茶
店
で
お
茶
を
す
る
と
、

自
宅
の
温
泉
に
無
料
で
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
そ
う
い

う
温
泉
場
は
な
い
と
、
テ
レ
朝

の
「
人
生
の
楽
園
」
で
８
年
ほ
ど

前
に
取
材
を
受
け
、
放
映
後
は
全

国
の
方
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
様
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

 
 

若
い
う
ち
に
ア
ン
テ
ナ
を

　

今
は
「
第
３
の
人
生
」
を
謳
歌

し
て
い
る
。
別
府
八
湯
温
泉
道
の

名
人
会
を
立
ち
上
げ
、
初
代
会
長

を
務
め
た
後
、
現
在
は
若
い
人
に

譲
り
顧
問
を
し
て
い
る
。

　

会
長
を
退
い
た
理
由
の
ひ
と
つ

は
、
せ
っ
か
く
行
政
と
交
流
が
出

来
て
私
の
人
間
関
係
が
出
来
て
い

る
う
ち
に
若
い
方
に
引
き
継
い
で
、

結
び
付
け
た
い
と
思
っ
た
。
今
は

若
い
人
の
起
業
、
お
店
を
立
ち
上

げ
る
人
の
お
手
伝
い
や
、
県
外
か

ら
の
移
住
者
を
朝
見
地
区
に
受
け

入
れ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

　
「
若
い
う
ち
に
ア
ン
テ
ナ
の
数

を
増
や
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
ア
ン
テ
ナ
と
は
個
人
個
人
の

事
。
情
報
源
。
い
ろ
い
ろ
な
方
と

お
つ
き
あ
い
を
し
て
、
点
と
点
を

結
び
、
今
は
線
で
結
ば
れ
立
体
的

な
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。

 
 

温
泉
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

　

県
外
の
お
客
さ
ん
が
７
割
だ
が
、

88
湯
巡
る
の
が
大
変
な
方
の
た
め

に
、
入
門
編
と
し
て
８
湯
だ
け

巡
っ
た
ら
温
泉
道
の
手
ぬ
ぐ
い
や

温
泉
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
認
定

カ
ー
ド
な
ど
も
ら
え
る
、
と
気
さ

く
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

編
集
部
と
し
て
「
労
働
組
合
も

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
盛
り
上
げ
て

い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
る
」
と

答
え
る
と
、
若
い
方
を
取
り
込
む

た
め
に
は
柔
ら
か
い
発
想
を
も
っ

て
い
な
い
と
堅
い
こ
と
ば
か
り

言
っ
て
い
て
は
離
れ
て
い
く
、
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

なかよしの高崎さんご夫妻

隠れ家的なお店でした

肌に優しい美人の湯

88 湯制覇でいただけます

新連載

別
府

湯
め
ぐ
り

湯
め
ぐ
り

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道道

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道

名
人
へ
の
道

　

カ
レ
ー
セ
ッ
ト
を
頂
い
た
後
、

別
府
湯
め
ぐ
り
の
一
番
は
、
是

非
私
の
湯
に
と
す
す
め
て
く
れ

ま
し
た
。
自
宅
の
温
泉
と
い
う

こ
と
で
、
サ
イ
ズ
は
大
き
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
作
り
で
雰

囲
気
も
良
く
、
心
が
和
み
ま
し

た
。
お
湯
は
単
純
温
泉
で
源
泉

か
け
流
し
、
加
水
せ
ず
43
℃
の

少
し
温
め
の
、
肌
に
ま
と
わ
り

つ
く
よ
う
な
優
し
い
お
湯
で
、

と
て
も
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

　

来
月
か
ら
は
、
別
府
湯
め
ぐ
り

名
人
へ
の
道
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

住　

所　

別
府
市
朝
見
１
ー
２
ー
11

料　

金　

喫
茶
を
利
用
し
た
方
の
み

時　

間　

10
時
〜
17
時

駐
車
場　

５
台

茶
房
た
か
さ
き
の
ご
紹
介

たかさきさんの主なプロフィール
モットーは「明るく・楽しく・元気よく」

H15 年 5月31日　退職　同年 6月「茶房たかさき」オープン
H18 年 6月　別府八湯温泉道141番入浴所として内湯を開放
H20 年 8月　別府八湯温泉道名人会を立ち上げ初代会長に。
　　　　　　　24 年 3月の総会で顧問へ就任
H20 年11月　あさみ地域振興会（朝見ウォーク）を立上げ代表
　　　　　　 世話人に。その後、朝見地区でいろいろな事業を
　　　　　　 立上げる
H24 年9月　「鶴瓶の家族に乾杯」に出演
　　　　　　 その他多数の番組に出演



　

９条の会９条の会

お
知
ら
せ

―
８
月
―

●
24
日
（
土
）

　
【
自
治
労
連
大
会
事
前
会
議
】

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
各
所

●
25
日
（
日
）～
27
日
（
火
）

　
【
第
41
回
自
治
労
連
本
大
会
】

　
　

ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京

●
30
日
（
金
）18
時
15
分
～

　
【
第
３
９
３
回
中
央
委
員
会
】

　

市
立
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

　

今
年
も
「
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進
」
が
行
な
わ
れ
、
７
月

16
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
北
九
州

市
を
通
過
し
ま
し
た
。

　

引
き
継
ぎ
地
点
の
ひ
と
つ
戸
畑

区
役
所
前
で
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
演
奏
と
歌
で
行
進
者
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
通
し
行
進
の
方
は
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
が
一
日
も
早

　

9
月
21
日
（
土
）
に
、
第
31

回
全
国
自
治
体
軟
式
野
球
九
州

予
選
大
会
が
長
崎
で
行
わ
れ
ま

す
。
優
勝
チ
ー
ム
は
10
月
18
日

〜
19
日
に
愛
媛
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
の
九
州
予
選
大
会
で
は
、

一
昨
年
全
国
優
勝
し
た
強
豪
長

崎
市
を
決
勝
で
破
り
、
十
数
年
ぶ

り
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
で
は
、
九
州

代
表
と
し
て
参
加
し
、
念
願
の
初

勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
選
手
一
同

２
連
覇
に
向
け
て
張
り
切
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨年の九州大会予選の様子

熱戦　めざせ全国！！

日時／９月23日（月・祝）
　　　9:30 開始
場所／八幡東区レインボーホール
　　　地下１階　中ホール

第150回

北九市職労定期大会

　

８
月
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
特

別
な
月
。
６
・
９
行
動
は
、
長
崎

原
爆
記
念
日
の
９
日
の
夕
方
、
小

倉
の
鴎
外
橋
で
行
い
ま
し
た
。

「
74
年
前
の
こ
の
日
、
小
倉
の
上

空
が
晴
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
町
は

ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
・
・
・
。

私
た
ち
北
九
州
市
民
は
こ
の
事
を

忘
れ
ず
、ナ
ガ
サ
キ
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
思
い
に
寄
り
添
い
、
世
界
に
核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
訴
え
、
仕
事
帰
り
の
方
な

ど
が
署
名
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
６
日
、
９
日
の
平
和
式
典
で
は

広
島
・
長
崎
の
両
市
長
も
「
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、
核
兵

器
廃
絶
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
、
こ
の
行

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
来
月
は

９
月
９
日
に
小
倉
で
行
い
ま
す
。

く
実
効
さ
れ
ま
す
よ
う
訴
え
て
行

く
」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
日
も
あ
り

ま
し
た
が
、
行
進
は
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
８
月
６
日
長
崎
平
和
公

園
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
の
マ
ラ
ソ
ン

　

広
島
〜
長
崎
間
を
、
マ
ラ
ソ
ン

で
反
核
平
和
を
訴
え
る
「
反
核
平

和
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
７
日
北
九
州

市
役
所
前
を
通
過
し
ま
し
た
。　

　

３
回
目
の
参
加
と
い
う
大
阪
府

在
住
の
女
性
ラ
ン
ナ
ー
は
、「
初

め
て
参
加
し
た
時
に
、
沿
道
の
応

援
、
中
継
地
点
で
の
接
待
、
そ
し

て
な
に
よ
り
反
核
平
和
を
訴
え

て
走
る
事
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宗
像
、
福
岡
、
唐
津

と
い
く
つ
も
の
中
継
地
点
で
た
す

き
を
繋
ぎ
、
８
日
夕
方
長
崎
平
和

公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
職
労
は
、
市
役
所
前

や
区
役
所
前
で
、
冷
た
い
麦
茶
と

ス
イ
カ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
の
行
進
、
マ
ラ
ソ
ン

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

先頭両端２名が通し行進者

市役所前の中継地点

平
和
へ
の
思
い
つ
な
い
で

平
和
へ
の
思
い
つ
な
い
で

太平洋戦争末期、53人の子どものい
のちを守った保母たちがいた。
日時　９月１５日（日）
場所　ウェルとばた中ホール
1回目　10：30～12：30
2 回目　13：00～15：00
3 回目　15：30～17：30
前売券 1200円　 当日券 1500円

「あの日のオルガン」「あの日のオルガン」映
画

前売券
あります



　

一
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
思

い
や
ら
れ
る
猛
暑
の
日
本
。
残
暑

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
花
火

を
見
逃
し
た
方
は
ぜ
ひ
映
画
「
天

気
の
子
」
へ
。
映
像
美
・
絵
力
は

す
ご
か
っ
た
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

な
ん
た
っ
て
イ
チ
オ
シ
は
、
Ｒ・

レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
様
の
俳
優
引
退

作
「
さ
ら
ば
愛
し
き
ア
ウ
ト
ロ
ー
」。

実
在
の
伝
説
的
銀
行
強
盗
に
扮
し
、

〝
生
き
る
ス
タ
イ
ル
〞
を
自
身
に

重
ね
、
カ
ッ
コ
よ
く
幸
せ
に
ス
ク

リ
ー
ン
か
ら
去
る
彼
に
シ
ネ
プ
レ

小
倉
で
会
お
う
！
今
後
は
監
督
業

に
期
待
！
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
と
ブ
ラ

ピ
の
初
共
演
が
話
題
の「
ワ
ン
ス
・

ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・

ハ
リ
ウ
ッ
ド
」も
30
日
か
ら
公
開
。

ラ
ス
ト
13
分
に
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ

監
督
が
仕
掛
け
る
何
か
が
楽
し
み
。

そ
し
て
、
エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
の

人
生
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
化
し

た
「
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」
も
見
逃
せ

な
い
。
23
日
公
開
。

　

も
っ
と
も
、一
番
人
気
は
「
ラ

イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」か
な
？
矢
口

史
靖
監
督
の
「
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・

ミ
ー
」は
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

音
楽
を
聞
く
と
踊
り
だ
す
主
人
公

の
ハ
ッ
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
メ

デ
ィ
。
元
気
に
な
れ
そ
う
！

　

小
倉
昭
和
館
１
で
は
、
24
日
か

ら
は
Ｃ
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
２
本

立
て
で
「
運
び
屋
」
と
「
15
時
17

分
、
パ
リ
行
き
」
を
上
映
。
昭
和

館
２
で
は
、〝
創
る
者
の
生
き
ざ

ま
２
本
立
て
〞
と
し
て
、
映
画
監

督
・
若
松
孝
二
と
詩
人
・
北
原
白

秋
を
主
人
公
に
し
た
異
色
の
２
本

立
て
「
こ
の
道
」
と
「
止
め
ら
れ

る
か
、
俺
た
ち
を
」
を
上
映
中
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

北
九
州
労
音
の
次
回
は
、
10
月
５

日
（
土
）
18
時
30
分
か
ら
北
九
州

芸
術
劇
場
中
劇
場
に
て
「
ト
リ
オ
・

ロ
ス
・
フ
ァ
ン
ダ
ン
ゴ
ス
」
で
す
。

い
わ
つ
な
お
こ
の
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
、
秋
元
多

恵
子
の
ピ
ア
ノ
、
谷
本

仰
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ト
ー
ク
。
熱
い
タ
ン
ゴ

の
夜
を
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
！
詳
細
は

５
７
１
・
０
２
２
７
へ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
米
日
合
作
映
画
「
ザ
・
ビ
ッ

グ
ハ
ウ
ス
」
で
し
た
が
19
日
で
終
了
。

間
に
合
わ
な
く
て
残
念
！

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
中
世
編

中
世
編  

④④

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

平
家
滅
亡
後
、
源
範
頼
に
接
収

さ
れ
た
門
司
関
は
、
鎌
倉
幕
府
の

も
と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉

幕
府
内
で
は
、
源
頼
朝
没
後
執
権

北
条
氏
が
勢
力
を
拡
大
し
、
執

権
北
条
時
頼
の
時
「
宝
治
合
戦
」

（
１
２
４
７
年
）
で
関
東
有
力
御

家
人
「
三
浦
」「
千
葉
」
氏
を
滅

ぼ
し
て
反
時
頼
勢
力
を
一
掃
し
専

制
政
治
を
行
う
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

北
条
氏
も
海
上
交
通
の
要
衝
門

司
関
を
支
配
下
に
置
き
ま
す
。
執

権
北
条
時
頼
は
門
司
関
を
押
さ
え
、

下
総
（
し
も
う
さ
）
前
司
（
藤
原
）

親
房
（
ち
か
ふ
さ
）
を
門
司
関
に

下
向
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

親
房
を
「
門
司
氏
」
の
姓
祖
と

す
る
「
門
司
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

親
房
は
相
州
（
時
頼
）
御
教
書
を

携
帯
し
て
船
70
余
艘
で
門
司
関
に

着
任
し
、
建
長
七
年
（
１
２
５
５

年
）
に
門
司
関
領
六
所
香
椎
院
内

等
を
拝
領
し
た
と
あ
り
ま
す
。
門

司
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
門
司
関
に

下
向
し
た
親
房
の
父
「
季
公
」
の

実
父
は
藤
原
師
公
（
陸
奥
守
）、

養
父
中
原
親
能
（
鎌
倉
幕
府
の
重

鎮
大
江
広
元
と
兄
弟
）
で
門
司
氏

の
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

季
公
の
弟
は
大
友
能
直
（
豊
後

守
護
と
な
り
大
友
氏
の
祖
）
と
あ

り
、
門
司
氏
と
大
友
氏
の
家
紋
は

同
じ
「
抱
杏
葉
」
紋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
親
房
が
「
下
総
前
司
」
と

号
し
た
こ
と
か
ら
、
代
々
「
下
総
」

氏
を
名
乗
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
門

司
氏
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
後
の
南
北
朝
時
代
で
す
。

　

当
時
の
門
司
関
が
現
在
の
「
税

関
」
と
「
海
上
保
安
庁
」
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
兵
船
70
余
艘
を
率
い
て
親
房

が
門
司
関
に
下
向
し
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
親
房
が
拝
領
し
た
門
司
関

領
六
所
は
、
楠
原
郷
（
門
司
関
を

含
む
）
柳
郷
・
大
積
郷
・
伊
川
郷
・

吉
志
郷
（
恒
見
庄
を
除
く
）・
片

野
郷
（
小
倉
北
区
）
の
六
郷
で
す
。

　

門
司
関
領
の
領
田
経
営
に
は
、

門
司
八
幡
宮
（
甲
宗
八
幡
社
）
宮

司
大
神
（
お
お
が
）
氏
が
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

つ
づ
く

　

８
月
３
日
（
土
）
か
ら
５
日

（
月
）、
名
古
屋
で
行
わ
れ
た
全
国

保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
に
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
合
研
と
聞
い
て
も
中
々
ピ

ン
と
来
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
約

８
０
０
０
人
が
集
ま
る
場
と
い
う

の
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
全
国
の
保
育
士
や
保
護
者
の

方
が
集
ま
る
場
と
い
う
の
も
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
話

が
行
わ
れ
る
の
か
3
日
間
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
地
域
の
保
育
の
実
態
を

聞
く
こ
と
が
出
来
た
り
、
保
育
の

知
識
の
一
つ
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
視
野
が
狭

か
っ
た
自
分
に
も
気
づ
く
こ
と
が

出
来
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
、
自
分
の
学
び
の
一
つ
に

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
青
年
組
合
員
）

全
国
保
育
合
研
in
愛
知

第51回


